





















































府県，平成21年 6 月20日～ 7 月 7 日にかけて行った調査がある。これは質問
紙形式で，保護者の立ち合いの下，調査員による個別聴取に基づくもので，
サンプル数1196件の大掛かりな調査である。
　それによると， 4 歳から 9 歳で全く運動・スポーツを行わなかった非実施
者は5.3％，一方「週 7 回以上」は33.5％。実施した種目は第 1 位「おにごっこ」








































































































週 5 日から 7 日という者がおよそ 9 割であるのに対し，文化部では同様の活
動を行う者が55.7％，一日の活動時間は文化部では 2 時間以下が60％程度で


























































































































































































































　成人女性が年 1 回以上スポーツを行う実施率，または 1 年を通して全く行
わなかった率は，21.9％，29.5％で，男性がそれぞれ30.6％，23.2％であるの























































































6 月から11月にかけて実施（第 1 次），また2006年10月（第 2 次）を実施して
いる。 1 次では3587部の配布に3382部の回収， 2 次では621部を配布し607部
の回収実績がある。質問内容は，19の言動からなる SH 項目を準備し，認識，
見聞，経験について 4 段階尺度で判断するもので，また倫理的観点から任意
調査とされている36）。
　その結果は，「活動中に腕や肩などにさわる」「活動中に背中や肩をマッサー
ジする」「あいさつや励ましのためにからだにさわる」が体育会・サークルを
問わず高いが，セクハラと思わない割合が高く，特に体育会所属の学生はサー
クル所属の学生に比べ，身体的接触を「セクハラ」と認識していない学生の
割合が高くなる。「容姿やスタイルなど身体的な特徴を話題にする」や「性的
ないやらしい言葉や冗談を交わす」はいずれも「思う」の割合が高いが。そ
して一般の学生の方が体育会の学生よりも，「特定の人物だけに個人指導をた
びたび行う」「からだをじろじろ眺め回す」をセクハラと認識しやすく，「女
性のくせに」というものいいに対してはほぼ同等であった。サークル学生が「認
識する」割合が低いのは，「お茶くみ，掃除，私用などをさせる」「旅行や遠征，
合宿先で自室に呼ぶ」などであった37）。
　また，誰が行為者となるかについては，学外指導者，教員，上級生，同級
生などであるが，体育会学生に見られる傾向として，各言動を学外指導者か
ら受ける場合が多いと言われる。他方，サークル学生に見られる傾向としては，
教員と上級生が行為者になる場合が多いということである38）。
　体育会の環境では，「食事やデートに誘われる」「性的な内容のメールを送
られる」「スポーツ活動中にマッサージをされる」といった言動が「性的関係
を迫る」ことのリスクファクターとして挙げられる。またサークルにおいて
は女子学生にお茶くみや私用をさせると言う「私物化」がリスクファクター
36）同上，18頁。
37）同上，21頁。
38）同上，23頁。
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として挙げられる。こうした点から，「スポーツ環境においては必要だと思わ
れがちな指導者と競技者，あるいは競技者間でマッサージやテーピングをや
り合うという慣例，場の雰囲気を和ませるための性的な冗談，コミュニケー
ションをとるために指導者が競技者を食事に誘ったり自室に呼び出す，女性
のスポーツを二流だと考えその業績を低く見てしまう，こうした言動は独立
して生じているのではなく，ある言動が他の言動に影響を及ぼしていると言
える。さらにそうした言動が日常的に生じるスポーツ環境が，深刻なセクシュ
アル・ハラスメント（以下引用中は SH）の発生につながる」39）という可能性
を示唆している。こうした研究を通して，「取るに足りない SH 的言動がより
深刻なSHへと発展する可能性」を示唆したが，実際問題として，セクシュアル・
ハラスメントが生じる背景に，指導者や上級生といった相手に逆らいがたい
現状があり，体育会系独特の年功序列の力関係があって，たとえ嫌だと思っ
ても面と向かってノーと言いにくい環境があること，サークルにおいてはい
くらか和らいでも，依然として同様の傾向が見られることがあるだろう。
　女性が大学でスポーツに親しみ，また選手として活躍することが好ましく
ても，こうしたセクシュアル・ハラスメントの危険は，女性をスポーツから
疎外し，またスポーツの喜びを辛いトラウマに変えてしまう可能性がある。
　また，スポーツが暴力と結びつきやすいことも考えなければならない。高
橋峰修は，スポーツにおける暴力経験について，女子大学生だけを対象とし
た調査を行い，その結果を報告している40）。その結果言えることとしては，暴
力が発生するのは，バレーボール，バスケットボール，ハンドボールなどの
集団競技において高く，また指導者が男性の割合が高いということである。
また高校での運動部で体罰を受けた経験が高い傾向が見られる41）。
　また，実際の暴力行為の内容として，「素手で殴られる」は「指導者から男
39）同上，27頁。
40）高峰修「暴力とセクシュアル・ハラスメント」，『データで見るスポーツとジェ
ンダー』，八千代出版，2016年，131頁。
41）同上，131頁。
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子」が多く，蹴られるのは「上級生から男子」が多いとされている。女子は，
「指導者からものを投げつけられる」と「暴言を言われる」が多い。ただし「暴
言」は「指導者から男子」も同様で，「上級生から男子」が最も多い42）。
　さらに，学生時代にスポーツ指導者から暴力を経験した男女別リスクを考
えると，「素手で殴られる」「物で殴られる」「蹴られる」「物を投げつけられる」
「暴言を言われる」「懲罰的な練習をさせられる」のいずれの項目でも男子の
リスクが女子の 2 倍近く，あるいはそれ以上に多い43）。
　こうした統計から見ていくと，日本の体育・スポーツ界において暴力が当
然のことのように存在し，そのことがクラブ活動などでスポーツを楽しむこ
との妨げになっているのではないかと思われる。暴力を受ける，それを見聞
きしたり体験したりすることで，スポーツ自体への忌避が起こってしまう。
また暴力が日常化することで，暴力に批判的な精神が持てなくなり，自分が
下級生や生徒を指導する時に，馴染んだ暴力という手段を使うことに抵抗が
なくなるなど，根の深い問題がある。
　また，ある女性指導者にも，女子の指導はやりにくい，一つ気を損ねると
全部嫌になる，という発言が見られる44）。女子を指導する場合，単純に力によっ
て押さえつけるのではなく，本人の気持ちを尊重し，自発的に競技の向上に
向かおうという気持ちを起こさせることの方が重要であるが，どうしても力
に頼った指導が幅を利かせるという状況が続いているのではないか。
　もしセクシュアル・ハラスメントや暴力の経験があれば，スポーツを見る
こともその情報に触れることにも忌避感が生まれやすく，スポーツをする，
見ることを通しての楽しみは遠ざけられてしまうだろう。それは健康で自己
肯定感のある人生という視点から，大きな損失と言えるのではないか。
42）同上，133頁。2013年笹川スポーツ財団のデータより。
43）同上，135頁。
44）本間三和子「指導者から見た女子選手」，『日本臨床スポーツ医学会誌』vol.10，
No2，2002年，254頁。
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結語
　なぜ女子はスポーツを続けることができないかを見ていく時に，やはりそ
こに，根深いスポーツとジェンダーの問題が横たわることが見て取れる。女
子は自分の身体に対し，スポーツを通じて適切に関わったり，そこから得る
充足感や自己肯定感を十分得られることなく，スポーツから疎外されていっ
ていることがわかる。
　この理由の一つとして，近代スポーツがあくまで男性を鍛え男性性の優越
性を示すための存在であることが指摘されている。
　ドナルド・サポーとロス・ランフォーラによれば，スポーツは少年や若者
たちを有害な「男性の性役割」へと社会化することになる。つまり，「スポー
ツの第一の機能は，男性の優越性，競争，仕事，成功といった伝統的価値観
を普及し強化することにある…スポーツを通して，少年たちは男になるよう
に訓練され，そうした厳格な役割規定を取り巻く社会的な期待や態度をすべ
て反映するように訓練される。スポーツは支配的分化の鏡の役を務めており，
性差別的な諸制度間を繋ぐ鎖の環の役を果たしている。」45）
　現在では，女子がスポーツをすることに保護者による抵抗は少なくなって
いるが，それでも男子に比べ，仮にスポーツが上達しても，将来そのスポー
ツを職業にすることやそのことに対する経済的不安などが付きまとうだろう。
フィギュアスケートにしろテニスにしろ，また体操やシンクロナイズドスイ
ミングにしろ，女子向けとされるスポーツはお金がかかる割には将来それで
経済的に恵まれるとは限らない。これはたとえば女子サッカーなども同様で，
ワールドカップで優勝したなでしこジャパンのメンバーでさえ，男子の10分
の 1 以下の報酬しかなく，アルバイトでスーパーのレジ打ちをする必要があ
るほどである。
　つまり，女子のスポーツについて，本人にかなり強い意志がなければ，親
45）ドナルド・サポー，ロス・ランフォーラ「スポーツ・男性・ジェンダー」，『ス
ポーツとジェンダー研究』vol.2，2004年，77頁。
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も男子の場合ほど支援したり励ましたりというモチベーションが働きにくい
ということになる。また男子に比べ，サッカーや野球などのチームゲームは，
地域のスポーツクラブ等が成立するほどの人数が集まりにくいため，余計に
スポーツの種類が限られ，仮に興味を持ってもできる環境にないということ
になりやすい。
　従って，女性がスポーツをしないという原因が，男女差があるということ
であるなら，それがそのまま結果になり，それがまた次の結果を生み出す原
因となっており，いわばマイナスの結果の堂々巡りになり，さらに強化され
ていくような観を呈している。
　女性が，自分自身の身体を喜び，肯定的に受け止め，スポーツを楽しむこ
とを通して自己をよりよく発展させるという意識は可能だろうか。女性のス
ポーツやアスリートに関わる言説は，しばしば女性に対し「競技よりも家族」
「スポーツにおける卓越性よりも異性から愛されること」を是とする価値観に
縛られ，それを再生産してきた。従って，これから女子がスポーツを生涯楽
しみ，それを通して健康な身体や良い人間関係を得て，人生を充実させてい
くエンパワーメントとなるためには，次の要素が必要と思われる。
　第一に，社会における男女共同参画の推進。言説として，男女の特性論は
しばしば女子を男子より劣った者とする口実に使われやすいので，個々人の
尊厳とより良い人生のためのスポーツであることが必要との認識が求められ
る。
　第二に，暴力やセクシュアル・ハラスメントの防止。誤った力の行使やハ
ラスメントは，人権侵害として受け止められるようになったが，さらに一歩
踏み出して，自分らしく，人間らしく生きる人生を阻害するものであること。
従ってスポーツの指導においては，力による抑圧や支配ではなく，スポーツ
をする一人ひとりの人生の充実に目標が置かれなければならないこと。
　第三に，スポーツにおける優位が男女の上下関係につながらないことの意
識改革の徹底。
　第四に，女子が，自分自身について，健全な身体観を持ち，自己の身体を
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充実させる喜びを，スポーツを通じて感じられるようになること。そのため，
発達段階を無視した過度の運動の強要，勝利至上主義といった弊害をなくし
ていくこと。
　第五に，女性の健康を無視したような過度の「痩せ志向」を誘発するメディ
アの規制。
　スポーツにおけるジェンダー問題は，実は我が国のジェンダー問題の反映
でもある。オリンピック憲章にもあるように，スポーツは人権であり，心身
の健全な発達にとって大切な機会である。それを社会の手で歪めてはならな
い。
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